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1 はじめに

人間の行動の背後には行動意図が絡んでいる場合が
あり ， 人間の行動を解析することで人間の行動意図を
読み取れる可能性がある． 人間とエージェント とのイ
ンタラクショ ンにおいて， 人間の行動を通して意図を
読み取ることでエージェント はより 円滑な情報提示や
支援活動ができる． 本稿では， 意図と密接に関係して
いる「 興味」 に着目し ， 人間の行動から興味を読み取
るシステムを構築する．
興味の推定に関する研究として， 例えばユーザの前
に数枚のスライド を提示し ， ユーザの振る舞いから興
味のある事項を推定する研究 [1]や， ユーザの視線から
エージェント とユーザの話題を決定する研究 [2]が行わ
れてきた．
しかし ， 従来研究ではユーザの他にシステムしか存
在しない実験室環境での興味推定が行われており ， ユー
ザの興味の対象がシステムに限定され， ユーザは自由
に興味を持つことができない． また， ユーザはシステ
ムに面したまま移動できないので， 興味の対象を幅広
く 選べない． しかし ， 本来推定すべきである自発的に
起因する興味を推定するためには， 興味の対象となる
物以外にも人だかり や別の対象物といった様々なもの
が存在し ， その中から人間が自由に移動して興味の対
象を選択できる実環境が望ましい． しかし ， 従来研究
は実環境での興味の推定を考慮していない．
本稿では， 発表会や展覧会といったユーザが自由に移
動し興味の対象を選択できる実環境において， 人間の行
動を分析し， 得られた行動モデルから興味を持っている
人間を推定する Interest Detector from Eye direction

and Speed(IDES) を提案する．
実際の発表会で展示物に興味を持った人の行動を観
察したところ， 興味を持った人間は対象物を注視する
とともに， 移動速度が低下していた． IDESでは， 視線
方向と移動速度の２ つの特徴から行動モデルを構築し ，
特定の対象物に興味を持ったと思われる人間の検出を
行う ．
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2 興味の推定

2.1 想定される環境

IDES では， 実環境として図 1 に示す発表会， 展示
会を想定し ， 図 1中の赤い四角で示す対象物への興味
を推定する． 対象物の他にも興味を引く 展示物があり ，
また， 興味の対象が異なる他の人々が周囲にいる． 様々
な対象が存在する中で， ユーザは自由に移動し興味の
対象を選択できる．

図 1: 想定される環境の例

2.2 興味対象を持つ人の行動特徴

展示物に興味を持ちながら移動する人の行動特徴を
調べるため， 見本市， 発表会へ赴き， 興味を持った人
間の行動を観察した． 会場内では， 対象物へ興味を持
つ人間は図 2 に示す通り 対象物を注視しながら ， ゆっ
く り 移動する様子が観察された． 観察結果より ， 人間
の視線方向と移動速度に着目することで興味を持って
いる人間を発見できると考えた．

3 IDES

視線方向と移動速度から興味を推定するシステム
IDESを提案する． IDESのシステム構成を図 3に示す．
IDESでは人の対象物への興味を推定するため， IDES

の外観自体が興味を引いてしまう ことは望ましく ない．
そこで， IDESでは小型のWebカメラのみを使用し， 得
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図 2: 興味を持っている人間の例

られた映像中の顔から視線方向と移動速度を測定， 対
象物に興味を持っている人間を推定する．

図 3: IDESのシステム構成

3.1 視線方向と移動速度の検出

視線方向と移動速度を検出するために必要な顔の検
出手法として， Web カメ ラによる ２ 次元の映像情報
から３ 次元的な顔の位置とその視線方向を推定できる
OpenFace[3]を用いる． OpenFaceにより得られた顔の
３ 次元位置情報と向きから人間の視線方向及び移動速
度を測定する． 顔検出と視線方向推定の様子を図 4に
示す． 図 4の左はWeb カメ ラで取得した画像であり ，
検出した顔上に赤い点で顔のモデルを重畳して表示し
ている． 図 4の右上には得られた顔の位置情報とその
向きを仮想的に表示し ， 得られた視線方向を青の棒線
で示している． また， 図 4の右下の物体は展示物など
の対象物の位置である． 同時にここで得られた顔の移
動距離から速度を測定する．

3.2 検出器の作成

検出器作成における教師データの作成のため， 発表
会の様子を撮影した映像を何人かに視聴してもらい， 映
像中から検出された人間が対象物に対して興味を持っ
ている行動をしているかラベル付けを行ってもら う ．
OpenFace により 得られた視線方向と移動速度のデー
タとラベル付けにより得られた教師データから ， サポー

図 4: 顔検出と視線方向推定の様子

ト ベクター回帰により 興味の検出器を作成し ， ビデオ
内にいる人間が興味を持っているかどうかを推定する．

4 まとめ

本研究では， 意図に密接に関係する興味に着目し， 人
間の行動から対象への興味を推定する IDES を提案し
た． 興味を持つ人間の行動特性を調べるために， 人間
が自由に移動し興味の対象を選択できる実環境での様
子を観察したところ， 興味を持った人間は対象物を注
視しているとともに， 移動速度が低下していることが
わかった． IDESは， 人間の視線方向と移動速度に着目
し ， この２ つの特徴から興味を持った人間を推定する．
今後， 興味を持っている人間の振る舞いについてより
深く 調査し ， 曖昧な振る舞いからも興味を推定してい
きたいと考えている．
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